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            脚下照顧
き ゃ っ か し ょ う こ

～心を揃えて～    

                  

 

1年生：生活科 もうすぐ２年生「できるようになったこと」を発表しました 文：石川主任  

入学してからこの１年間でできるようになったことを，「国語・算数・生活・体育・音楽・図

工・給食・当番」の８グループに分かれ発表しました。発表に向けて，何をどのように伝えるか

を自分たちで考えて練習してきました。当日は１年の保護者だけではなく，新入生とその保護者

も参観してくださいました。大勢が見ている中でも，

皆大きな声で発表することができました。新入生と「貨

物列車」をしてふれあう場面では，優しく誘ってあげ

たり，新入生を楽しませてあげたりと，お兄さんお姉

さんらしさを表すことができました。 

 2年生：生活科「いのちの授業」。親子の絆を感じるよい機会になりました。 文：前島主任  

２年生は，生活科の「いのちの授業」を行いました。ゲ

ストティーチャーに，養護教諭の国久先生と助産師の丸茂

さんに来ていただきました。命の始まりの大きさが，針の

穴くらいだと知った子ども達は，とても驚いていました。

また，お腹の中で，赤ちゃんが大きくなる様子を，クイズ

に答えながら楽しく学習しました。生まれてくる時に，お母さんの「ひみつの通り道（産道）」

をどうやって通ってくるのか，実際に人形を使って詳しく教えてもらいました。赤ちゃんは狭い

道を回りながら出てくること，お母さんも赤ちゃんも頑張って生まれてくることを知りました。 

 3年生：「太太神楽」学習会を行いました 文：松山主任  

３年生は，山寺八幡神社太太神楽保存会のみなさんに

来ていただいて，「太太神楽」の公演をしていただきまし

た。たくさんある舞の中から，「鯛釣り」「種蒔き」「陣の

舞」の三つをみせていただきました。神楽を初めて観る

という人もたくさんいて，興味を持って集中して観ていました。太鼓や笛の音も素敵でしたし，

舞も，ユーモラスなものあり，力強いものありでみんなひきつけられてみていました。最後には，

舞で使うお面も見せていただきました。太太神楽の舞に興味がある人は，ぜひ参加してほしいと

いうことでした。 

 4年生：「１０才を祝う会」を行いました 文：三枝主任  

 ４年生は，「10 年間のありがとうの気持ちを伝え，未

来に向けてがんばろう」をテーマに，１０才を祝う会を

行いました。これまでお世話になった家族に対して感謝

し，５年生や大人に向けてがんばっていく決意を表す会となることを目指し，実行委員，飾り係，

看板係，歌係と役割分担をして準備を進めてきました。当日は，子どもたちが将来の夢や今頑張

っていることなどを発表したり，今の自分を記した色紙を家族にプレゼントしたりしました。準

備期間が１か月ほどでしたが，子どもたちは意欲的に取り組み，合唱や呼びかけを頑張りました。 
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 5年生：「ＳＮＳにひそむ危険性」についての学習会をしました。文：有野主任 写真は 6 年生を送る会  

５年生は，「ＳＮＳにひそむ危険性」について，山梨県警察本部 生活安全部 少年・女性安

全対策課少年対策官 加藤克人様にお話をしていただきました。ＳＮＳの利用状況やＳＮＳにま

つわるトラブル，また，ゲーム障害やネット上のいじめなど，子ども達の身近な内容でした。ネ

ットが身近にある子ども達は，話しに真剣に耳を傾けていました。また，家庭でのルールづくり

の具体例なども出していただき，実のある時間とな

りました。家庭でのネット利用についてのルールづ

くりのきっかけになったのではないかと思います。 

 6年生：スピーチ「今，私は，ぼくは」 文：櫻田主任   

小学校生活を終えようとしている６年生です。こ

れまでの小学校生活や自分の将来について，一人ずつスピーチを行いました。自分の思いを伝え

るために，文の構成を考えたり，資料を提示したりして工夫をしていました。大勢の前で発表す

ることは緊張もしますが，真剣にスピーチをする姿は立派で，６年間の成長を感じることができ

ました。また，発表する子ども達を保護者の方々も温かく見守っていました。スピーチを終え，

残り少ない小学校生活を日々大切に過ごそうという思いが強くなった６年生です。最後の学年部

会では，６年間の主な写真をスライドにして見ました。懐かしい場面がたくさん出てきて，思わ

ず目頭が熱くなってきました。 

 ２月２８日（木），６年生に感謝の想い

を伝える「６年生を送る会」が行われま

した。この会は，新児童会が初めて行う行事であり，新児童会役員と５年生が中心となり，１～

５年生が協力して準備を進めてきました。当日は，在校生から学年毎，感謝の思いを歌や呼びか

けで６年生に伝えました。６年生からは，ダンスや跳び箱，縄跳び，呼びかけなど，趣向を凝ら

した在校生へのメッセージとプレゼントのお返しがありました。そして最後は「絆」の全校合唱！

和やかな中にも，思いがこもった温かな会となりました。この一年間小笠原小学校をリードし，

新たなる伝統を，しっかりと歴史に刻んでくれた６年生に，私からも感謝の言葉を送りたいと思

います。 
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